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【特集】キャリアの過去、現在、未来 

―現代行動科学会第 34 回大会テーマセッションから― 
 

転職をポジティブな視点で見ると得られたもの 

 
和泉 淳樹（北上市役所） 

 
 仕事とは自分の生活の中心であり、人生の中心の一つであるだろう。その仕事が変わる

という事は変化が大きく、人生の転機と言って差し支えない。そして仕事を変えるという

事は少なからずネガティブな要素がつきまとうものであるが、今回は転職をポジティブな

視点からとらえていきたい。 
 まず私は大学を卒業後、地元の岩手を離れ仙台の広告代理店に就職し、3 年間勤務した。

私はここで社会人としてのマナーや厳しさ、楽しさを学ばせてもらった。正直なところ楽

な仕事と言えるものではなかったが、多くの人と出会い、色々な業種の方と交流し本当に

多様な仕事を経験できたという事は今の私にとって糧となっている。業種としては 180 度

違うものではあるが、その後平成 28 年に北上市役所に入庁し、現在にいたる。転職を決め

たきっかけは大きく二つある。一つは地元に戻り、貢献したいという思いがあった為であ

る。私は地元の家を継ぐ、という元からあった道があったが祖母の死に際し、多くの人が

集まるのを見て、繋がりの深さを感じ地元へ戻ることを決めた。もう一つは仕事をする中

で、生活の中心が仕事になっていたことであり、私はあくまでも仕事は生活の一部であり、

それ以外の時間を大事にしたいと考えた。 
 実際に転職を経て、やはりネガティブな要素は多く、前職でお世話になった方々へ後ろ

向きなの思いや同世代の友人たちとのギャップに悩みを感じる事があり、正直それは今で

も消えずにある。たられば論ではあるが、辞めずにいたらあんなことができたのではない

か、とかもっといい仕事ができたのではないかと考える事もいまだにある。しかし今回転

職をポジティブな視点からとらえたとき、転職により私が得たものの多さに気付く事がで

きた。一つは転職の経験により、視野が広がることでより多角的な視点で今仕事を出来て

いる事であり、業種は全く異なるが前職の経験は現在の業務に生かせていると思う。また

もう一つは前職の自分を見つめとらえなおすことができたことである。当時は必至でやっ

ているつもりでいたが、自分は未熟だった事に気づく事ができたのは、転職し環境が変わ

ったからではないだろうか。またこのポジティブな視点でとらえる上で私が助けられたの

はアドラー心理学の考え方であり、自分の考え方で世界は変えられる、私はこの考え方で

自分の人生をポジティブにとらえる事ができている。 
自分の転職を見つめ直すことで、私はその時の自分の行動に意味づけをすることができ

たように思う。私が大切にしたいものは“時間”だった、その為に転職という選択肢を選

んだという明確な解を得る事ができたのは何よりの収穫である。自分の考えで世界は変え

られる、この考え方を持ってポジティブな視点を持ちづけながら今後の人生も歩んでいき

たい所存である。 
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―現代行動科学会第 34 回大会テーマセッションから― 
 

時間軸で紡がれるキャリアの「展開」と「転回」における幸福 

 
奥野 雅子（岩手大学） 

 
 本テーマセッションでは、キャリアが過去、現在、未来に向かって変化していく中で、

自身がそれらをどのように受け止め、現在のキャリアに肯定的な認知を付与しているのか

についての議論であったと捉えている。 
特に、「転職」というキーワードについて各話題提供者はポジティブな視点からプレゼン

テーションを行っていた。それは、「前職があるからこそ、現職がある」といった時間軸で

紡がれた幸福感であると推察される。つまり、前のキャリアの場においてひたむきに取り

くんだ結果、今のキャリアが拓けたという、前のキャリアに対する肯定感である。世間一

般に、転職に関するイメージは、今の仕事に対する不全感に動機付けられているといった

ことがある。今の仕事を否定しているため、次の仕事を求めることになる。しかし、本テ

ーマセッションでは、前の仕事を肯定し、今の仕事に活かしているといった視点が多く語

られた。そして、話題提供者すべてが現在の仕事を肯定している。そうなれば、未来のキ

ャリアはどこに向かっていくのだろうか。 

我々は、自身のキャリアを時間軸の中で見ることが必要であるように考える。それは、

自身に対する俯瞰的視座である。これまでのキャリアがどのような経緯で積み重ねられ、

今後、どのように展開していくのかについてのメタ認知であるといえる。このような視点

に立つと、本テーマセッションは、転職の肯定的側面を提示することでは決してなく、転

職を推奨しているわけでもない。つまり、転職の是非を論議することではなく、自身のキ

ャリアの「展開」あるいは「転回」に対して、どのように意味付けるかということが重要

になると考えられる。逆に言えば、ひとつのキャリアを追求している個人にとっても、一

見、キャリアの内容は変わらないように見えて、自身の中では、転職した人と同様な「展

開」と「転回」が存在するのではないだろうか。 

キャリアを追求していくことは、自分がどのように生きていくかということとどうして

も重なる。今、自分があるライフサイクルの中で、いかにキャリアを選択してきたか、そ

して今後それはどのような方向性を有するのかについて自覚的になることが必要である。

自分の人生をキャリアと共に捉え、主体的に生きることは幸福なことであると考えられる。

本テーマセッションでは、話題提供者が提示するキャリアの展開と転回をフロアーの人た

ちと共有することで、キャリアを追求することの幸福感を共に味わうといった豊かな内容

であったと思う。特に、フロアーで真剣なまなざしで聞き入っていた学生や大学院生には

意義深い示唆となったことが考えられる。 
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